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全生存率 RCT/6 0 -1 -1 -1 0 2,300 217 9.4 2,235 186 8.3 RR 0.89 0.71-1.13 中(B) 9

腋窩再発率 RCT/4 0 -1 -1 -1 0 1,872 12 0.64 1,814 19 1.04 RR 1.6 0.76-3.36 中(B) 8

リンパ浮腫 RCT/4 -1 0 -1 -1 -1 1,307 209 15.99 1,251 63 5.04 RR 0.31 0.20-0.47 中(B) 7

手術合併症 RCT/2 -1 0 -1 -1 -1 867 331 38.1 889 122 13.7 RR 0.36 0.30-0.42 中(B) 7

各試験で
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せず
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試験によっ
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異なる

試験によっ
て詳細が
異なる

試験によっ
て詳細が
異なる

試験によっ
て詳細が
異なる

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

【4-7　評価シート　エビデンス総体】

センチネルリンパ節に転移を認める患者に対して腋窩リンパ節
郭清省略が勧められるか （微小転移を認めた場合）

センチネルリンパ節に転移を認める患者 エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は弱（C）からスタート
* 各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
** エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階
*** 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

非腋窩郭清

腋窩郭清



全生存率 メタアナリシス

腋窩再発率　メタアナリシス

リンパ浮腫 メタアナリシス

手術合併症 メタアナリシス


